
接
頭
辞

「小
（
こ
）」
の
研
究

 

玉
 

村
 

千
 

恵
 

子

 

一
 
日
本
に
お
け
る
接
辞

 

英
語

・
ド
イ
ッ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
と
比
べ
る
と
、
日
本
語

は
派
生
語
の
少
な
い
言
語
だ
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
派
生
に
際

し
て
不
可
欠
で
あ
る
接
辞
の
数
が
決
定
的
に
少
な
く
、
か
つ
そ
れ

 

へ
U】
 

ら
の
接
辞
の
は
た
ら
き
が
十
分
活
発
で
な
い
か
ら
で
あ
っ
。と
考
え

 

ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
接
辞

の
う
ち
、
〈接
尾
辞
〉
の
い
く
つ
か
に

 

②
 

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
論
者
は
、
今
一

つ
の
接
辞
で
あ
る
〈
接
頭

 

辞
〉
に
目
を
転
じ
て
考
察
を
加
え
た
い
と
お
も
う
。
こ
れ
ま
で
扱

っ
て
き
た
〈
接
尾
辞
〉
と
対
比
し
た
場
合
、
〈接
頭
辞
〉
は
一
部

の
漢
語
成
分

「不
」
 「無
」
「
非
」
 「
未
」
な
ど
を
除
く
と
、
品
詞

を
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
い
な
い
点
に

ー
つ
の
特
質
が
認
め

ら
れ
る
。
和
語
成
分
の
〈
接
頭
辞
〉
の
添
加
は
通
例
原
成
分
で
あ

る
語
基
の
品
詞
を
変
え
る
こ
と
は
な
く
、
意
味
の
変
化
や
待
遇
性
  

の
付
与
な
ど
の
面
で
、
あ
る
変
容
を
生
じ
さ
せ
る
点
に
は
た
ら
き

が
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

小
論
に
お
い
て
は
、
和
語
接
頭
辞

の
中
か
ら
 
「小
（
こ
）
ー
」
 

を
選
ん
で
、
そ
の
意
味

・
用
法
・
生
産
性
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
 

ニ
 
接
頭
辞

「
小
（
こ）
ー
」
を
め
ぐ
る
問
題

 

ま
ず
、
初
め
に
接
頭
辞

「小
（
こ
）
ー
」
に
関
す
る
代
表
的
な

辞
典
類
の
説
明
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
 

田
 

「
や
ま
」
「
み
ち
」
は
単
純
語
で
あ
り
、
「
や
ま
ー
み
ち
」
 

「
こ
ー
み
ち
」
 は
合
成
語
で

あ
る
。

（
中
略）
「
山」
 「
道」
 

「
ひ
ろ
」
は
語
基
で
あ
り
、
「小
ー
 
「
ー
げ
る
」
は
接
辞
で

 

③
 

あ
る
。
（
項目
「
語
構
成
」
「
国語
学
大
辞
典
」
）
 

②
 
意
味
を
添
え

る
例
と
し

て
は
、
（
中
略）
小
さ

い
ま
た
は
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少
し

の
意
を
示
す
「
お
川
・
こ
ぎ
れ
い
」
（
中
略）
な
ど
が

 

④
 

挙
げ
ら
れ
る
。
（項
目
「
接
頭
語」
『
国
語
学研
究
事
典
」）
 

「
お
酒
・
ご
恩
・
か
弱
い
・
こ
き
ざ
み
・
す
肌
」
は
接
頭
語

の
付
い
た
派
生
語
（
中
略
）
で
あ
る
。
（
項
目
「
派生
語
」
同

前
）
 

⑧
 
語
や
語
基
の
前
に

つ
く
も
の
。
語
調
を
整
え
た
り
意
味
を

添
え
た
り
す
る
。
「
こ
雨
（
さめ
）
」
「お
手
紙
」
「
御
親
切
」
 

「
ど
ん
底
」
「
た
や
す
い
」
な
ど
の
「
こ
」
「お
」
「御
」
「
ど

ん
」
「
た
」
の
類
o
（項
目
「
接
頭
語
」
『日
本
国
語
大
辞
知」
）
 

辞
典
類
に
お
い
て
も
「
語
構
成
」
「接
頭
語
」
「
派
生
語
」
の
項
目

 

に
お
い
て
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
程
度
で
あ
る
。
 

⑥
 

接
頭
辞

「
小」
 に
は
、
現
在
種
々
様
々
の
意
味

・
用
法
が
見
ら

 

れ
、
考
察
す
べ
き
点
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
幸
田
文

の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
使
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

1
 
弟
の
方
へ
向
い
て
下
顎
を
突
き
出
し
て
、
イ
ー
と
噺
笑
し

 

た
ら
、
弟
も
直
ち
に
鷹
じ
て
イ
ー
と
や
つ
た
の
で
、
二
人
は
 

a
 

b
 

聞
か
な
く
て
も
い

、
小
つ
ぴ
ど
い
小
言
を
食

つ
た
。
（「
こ
ん

 

⑦
 

な
こ
と
」
ー
経
師
）
 

2
 
終
戦
の
ど
さ
く
さ
で
人
は
皆
お
の
れ
に
だ
け
忙
し
く
し
て

カ
た
し
、
知
ら
な
い
土
地
で
あ
り
世
間
と
没
交
渉
の
小
て
い

な
生
活
で
あ
り
、
よ
し
ん
ば
え
ら
い
先
生
と
聞
き
博

へ
て
来
  

た
に
し
ろ
（
「
父」
ー

目
野
の記
）
 

●

」
と
 

3
 

「
水
の
や
う
な
接
が

る
性
質
の
も
の
は
、
す
べ
て
小
取

 

り
ま
は
し
に
扱
ふ
。
…
」
（
「
こ
ん
なこ
と
」
→
小
）
 

4
 
私
の
夫
は
父
の
気
に
入
り
さ
う
な
料
理
を
出
張
さ
せ
て
は

ど
う
か
と
考

へ
つ
き
、
営
時
小
椅
麗
に

つ
く
る
八
新
亭
を
呼

ん
で
、
文
子
夫
婦
か
ら
お
祝
ひ
膳
を
献
上
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

（「
父」
ー
目
野
の
記
）
 

5
 

「
盤
の
裏
に
あ
る
刻
み
目
は
、
勝
負
に
封
し
て
無
膿
だ
っ

た
者
を
討

つ
た
と
き
に
首
を
据
象
る
座
だ
」
と
、

い
つ
の
間

に
か
小
耳
に
し

て
恐
れ
て
カ
た
か
ら

（
「こ
ん
な
こ
と
」
ー
ず

ぼ
ん
ぼ
）
 

6
 
あ
る
と
き
「
幻
談
」
 に
つ
い
て
話
し
、
小
旗
本
宅
の
情
景

に
感
じ
た
と
云
つ
た
と
こ
ろ
（
「
こ
ん
なこ
と
」
ー
ず
ぽん
ぽ
〕
 

以
上
の
七
例
に

つ
い
て
少
し
説
明
を
す
る
。
 

1
a
は
形
容
詞
「
ひ
ど

い
」
 に

「小
」
が
付
い
た
例
で
あ
る
が
、
 

促
音
挿
入

と
語
頭
拍
の
半
濁
音
化
が
見
ら
れ

る
。
l
b
は
（
「
叱

言
」
と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、）
名
詞
 
「
言
」
 に
 

「
小
」
が付
い
た
例
で
あ
る
。
2
お
よ
び
4
は
 「小
」
が
付
い
た
、
 

い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
の
例
で
あ
る
が
、
2
が
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど

自
立
的
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
実
質
性
を
失
っ
て
半
ば
形
式
化
し
た

名
詞
「
体
（
て
い
）」
に
付
い
た
例
で
あ
る
の
に

対
し

て
、
4
は
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「
椅麗
」
自
体
が
元
来
の
形
容
動
詞
語
幹
で
あ
る
点
に
差
が
見
ら

れ
る
。
3
は
動
詞
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
に

「小
」
が
付
い
た

も
の
で
あ
る
。
5
は
身
体
部
位
名
「
耳
」
 に

「小
」
が
付
い
た
例

で
あ
る
が
、
通
例
後
続
の
用
言
は
「
は
さ
む
」
「
と
ま
る
」
「
聞
き

と
る
」
 で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
言
を
含
め
た
句
全
体
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
慣
用
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
6
は
辞
書
類
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
派
生
名
詞
の
例
で
あ
る
が
、
 一
々
辞
書
に
載
せ
る

ま
で
も
な
い
 
「小
」
 に
よ
る
派
生
語
で
あ
っ

て
、
今
日
ま
で
の
 

「小
」
の
生
産
性
を
感
じ
さ
せ
る
代
表
例
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
最

も
一
般
的
な
タ
イ
プ
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
 

以
上
、
幸
田
文
に
よ
る
使
用
例
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
現

在
一
般
に

見
ら
れ

る
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
 

「小
」
の
用
法
の
基
本
は
、
元
々
古
代
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
中
世
の
こ
ろ
か
ら
意
味

・
用
法
が
広
が
り
出
し
た
と
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
現
代
に
お
い
て
は
 
「小
ー
」
 と
い
う
派
生
語
は
、
 

『広
辞
苑
』
 で
約
八
八
〇
、
『日
本
国
語
大
辞
典
」
 で
約
三
〇
〇

〇
（
こ
れ
ら
に
は
、
と
も
に
一
割
強
の
固
有
名
詞
が
含
ま
れ
る
）
に
及

ぶ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
 

中
世
を
中
心
に
し
た
 
「
小
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
寿
岳
章
子

氏
の
研
知
が
あ
る
が
、
他
に
は

「小
」
に

つ
い
て
の
研
究
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
近
現
代
を
中
心
に
こ

 

の
接
頭
辞
「
小
」
 に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
 

三
 
接
頭
辞
「
小
」
の
略
史
 

「小
」
は
和
語
成
分
で
あ
る
。

一
方
で
は
同
じ
く
和
語
成
分
で

あ
る
「
お
〈
を
〉
」
「
さ
」
と
、
他
方
で
は
漢
語
成
分
で
あ
る
「
シ

ョ
ウ
〈
セ
ウ
〉
」
と
意
味
・
用
法
の
面
で
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

（
反義
要
素
と
し
て
は
、
和
語
成
分
の
 「お
お
〈
お
ほ
〉」
お
よ
び
漢
語

成
分
の
 「
ダイ
」
が
あ
る
。
ま
た
両
者
の
中
間
項
と
し
て
「
な
か
」
「チ

ュ
ウ
〈
チ
ウ
〉」
を
加
え
た
特
別
の
セ
ッ
ト
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
上
代
で
は
 「
こ
」
 
よ
り
も
 「お
〈
を
〉
」
 
の
方
が
よ

く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。）
 

「小
（
こ
）」
 の
意
味

・
用
法
の
う
ち
、
〈物
の
小
さ
い
こ
と
を

表
す
〉
の
が
、
最
も
基
本
的
で
一
般
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
れ
は
、
上
代
の
用
例
が

「小
石
」
「
小
雨
（
こ
さ
め
）
」
「小
島
」
 

「
小
菅
」
「小
水
葱
（
こ
な
ぎ
）」
「
小
樟
」
「
小
松
」
「
小
枝
（
こ
や

で
）」
な
ど

の
自
然
現
象

・
地
形
・
植
物
な
ど
を
指
す
名
詞
に
付

く
も
の
に
ほ
ぽ

限
ら
れ
て
い
て
、
形
容
詞
に
付
い
た
も
の
は
、
 

「
高
し」
 の
語
幹
に
付
い
た
「
小
高
み
」
一
例
を
見
る
だ
け
で
あ

る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
和
語
語
基
に
付
い
て
お
り
、
ま
た
上
代
か

ら
現
代
ま
で
一
貫
し
て
こ
の
用
法
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

「小
（
こ
）」
 の
用
法
は
中
古
か
ら
徐
々
に
多
様
化
し

は
じ
め
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た
こ
と
が
語
基
成
分
の
語
種
・
意
味
分
野
な
ど
の
多
彩
化
に
よ
っ

て
わ
か
る
。
「
小
除
目
」
「
小
宰
相
」
「
小
侍
従
」
 の
よ
う
な
漢
語

に
付
く
も
の
が
中
古
か
ら
見
え
は
じ

め
、
次
第
に

「小
門
」
「小

女
房
」
「小
大
徳
」
「
小
細
工
」
「
小
給
麗
」
の
よ
う
な
多
様
な
派

生
語
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
「
小
姫
君
」
「
小
舎
人
」
「
小

侍
」
「
小
せ
が
れ
」
「
小
腕
」
「
小
腰
」
「
小
足
」
「
小
憎
い
」
「
小
居

眠
り
」
な
ど
、
和
語
成
分
と
の
結
合
の
中
に
も
以
前
と
は
異
な
っ

た
意
味

・
用
法
の
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
の

で
あ
る
。
 

四
 
接
頭
辞

「
小」
の
付
く
成
分

 

本
節
で
は
、
接
頭
辞

「小
」
 の
付
い
て
い
る
語
・
語
基
な
ど
、
 

派
生
語
の
主
成
分
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
手
は
じ
め
に
卑
近

な
基
本
名
詞
を
と
り
あ
げ
、
「小
」
が
付
く
か
ど
う
か
考
え

て
み

よ
う
。
 「
パ
ン
・
テ
レ
ビ
・
シ
ュ
ー
ズ

・
レ
ン
ズ
・
カ
メ
ラ

・
ド

ア
・
テ
ー
ブ
ル

・
チ
ー
ム
・
ペ
ン
・
セ
ッ
ト

・
ス
プ
ー
ン

・
ト
ラ

ッ
ク
」
等
々
の
外
来
語
に

「小
」
が
付
く
こ
と
は
な
い
。
現
代
日

本
語
に
お
い
て
は
、
「小
」
は
外
来
語
成
分
に
は
付
か
な
い
と
言

っ
て
差
し
支
え
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
（古
典
の
中
に
は
「小
ラ
シ
ャ
」
 

会
色
道
大
鏡
」
〉
の
よう
な
珍
し
い
例
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
近
現
代
に
も
 

「小
ラ
ン
プ
」
令
浮
知
」
『二
人
女
房
」
》
「
小
バス
」
〈
金管
楽
器
b
a
s
s
 

 

の
小
さ
い
も
の
〉
の
よ
う
な
例
が
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。）
漢
語
や

和
語
と

の
結
合
に
お
い
て
も
制
約
は
あ
る
。
「
学校
・
玄
関
・
公

園
・
煉
瓦
・
遊
戯
・
劇
場
・
食
器

・
庭
園
・
会
議
・
旅
行
・
実

験

・
宇
宙
」
等
々
の
多
く
の
漢
語
に
は
付
か
な
い
。
（
意
義的
に
は

漢
語
成
分

「
小
◇
ン
ョウ
〉」
 の
付
く
も
の
が
あ
る
）
ま
た
 
「
音
・
に

お
い

・
色
・
髪
・
皮
・
端
・
種

・
空
・
つ
ぼ
み
・
芽
・
根

・
上
・

横
・
う
つ
わ
・
果
物
・
さ
か
ず
き
・
床
の
間
」
等
々
の
和
語
に
も

付
か
な
い
。
こ
の
点
で
形
容
詞
「
小
さ
い
」
、
連
体
詞
「
小
さ
な
」
 

の
連
体
修
飾
機
能
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
。
ま
た
、
同
じ
接
頭
辞

で
あ
る
 「
小
（
シ
ョウ
）」
 に
も
ひ
け
を
取
る
の
で
あ
る
。
以
上
検

討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
和
語
接
頭
辞

「小
」
は
あ
る
限
ら
れ
た

一
部
の
名
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
に
し
か
付
か
な
い
と

い
う
制
約
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 

で
は
、
「小
」
が
結
合
す
る
成
分
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

を
以
下
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 

四
ー
一
 
名
詞
成
分
 

(
 ）
内
は
漢
語
成
分
、
《
 
》
内
は
付
か
な

い
成
分

の
例
示
 

（
一）
 
可
視
的
具
体
物
名
 

a
 
地
理

・
地
形
関
係
 

山
 
石
 
岩
 
島
 
穴
 

《
く

が
 
は
ま
べ
》
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b
 
動
物
関
係
 

牛
 
鳥
 
魚
 
虫
 
亀
 
鮒
（
綬
鶏
）
 

《
毛
虫
 
騎
馳
》
 

c
 
植
物
関
係
 

松
 
花
 
枝
 
森
 

（菊
）
《
す
す
き

し
だ
れ
柳
 
緋
寒
桜
》
 

d
 
人
物

・
職
位
等
 

男
 
娘
 
俸
 
男
 

（坊
主
 
僧

役
人
 
才
子
）
《
あ
る
じ
 
う
し
 
ね
ぎ
》
 

お
も
て

 

e
 
道
具
・
衣

類
等
 

扇
 
刀
 
舟
 
網
 

面
 

槌
 

う
ち
着
（
障
子
 
鍵
 
袈
裟
 
道
具
）
 

（
一
一
）
 
自

然
現
象

名
 

雨
 
風
 
雪
 
嵐
 
潮
《

霧
 
霜

霞
 
電
》
 

（
三
）
 身

体

部
位

名

う
で
 
ひ
た
い
 
は
ぎ

 

わ
《
目
 
顎
 
頬
 
肩
 
膳

 

（

数
量
名
 

（
一
時
間
 
一
里
 

一
日
 
一
両
 
一
倍

 

⑩
 

半
 
半
道
 
半
斤
）
《
二
時
間
 
十
日
 
二
里
半
 
五
年
》
 

@
 

こ
の
類
は
例
外
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
と
、
漢
語
成

 

分
「
一
」
ま
た
は
「
半
」
を
含
む
複
合
語
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
 

現
代
で
は
 
「小
一
時
間
」
「小
一
年
」
 に
ほ
ぼ
使
用
が
限
ら

れ
て
き
て
い
る
。
 

（

そ
の
他
 

味
 
さ
き
 
物
 
言
 
唄
 
話
 
節
 
切

手
 
為
替
 
仲
（
細
工
 
才
気
 
質
）
《
に
お
い
 
か
お
り

 

立
日
》
 

四
ー
ニ
 
動
詞
成
分
 

（
一）
 
連
用
形
転
成
名
詞
 

あ
き
な
い
 
あ
た
り
 
あ
る
き

 

い
そ
ぎ
 
お
ど
り
 
き
ざ

み
 
づ
か

い
 
な
が

れ
 
な
き

 

も
ど
り
 
わ
ら
い
 

（
一
一
）
 
派
生
動
詞
 

が
く
れ
る
 
高
る
 
っ
ぱ
ず
れ
る
 
な

 

ま
る
 
ば
し
る
 
や
む
 
ゆ
る
む
 

（
以上
七
例
の
み
）
 

四
ー
三
 
形
容
詞
成
分

 

が
ら
 

（
こ
 
転
成
名
詞
 

あ
か
 
辛
 
ひ
ろ
／
び
ろ
 
だ
か
 
じ
 

ろ
 
ひ
だ
る
 

（
一
一
）
 
派
生
形
容
詞
 

赤
い
 
新
し

い
 
痛
い
 
汚
い
 
じ
 

れ
っ
た
い
 
す
さ
ま
じ

い
 
ぜ
わ
し

い
 
高
い
 
楽
し

い

っ
ぴ
ど
い
 
づ
ら
に
く
い
 
深
い
 
嬉
し

い
 
な
ま
ぐ
さ
い

ず
る
い
 
う
る
さ
い
 
寂
し

い
 
憎
い
 
憎
ら
し
い
 
長
い

難
し
い
 
安
い
 
ゆ
る
い
 
や
か
ま
し
い
 
ざ
か
し
い
 
む

さ
く
ろ
し
い
 
厚
い
 
寒
い
 
甘
い
 
ぬ
る
い
 
早
い
 
む

さ
い
 
暗
い
 
ひ
だ
る
い

（馬
鹿
く
さ

い
 
気
味
よ
い
 
面

倒
く
さ
い
）
 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
他
の
品
詞
の
場
合
に
比
し
て
語

形
の
長
い
例
が
割
に
多
い
こ
と
で
、
拍
数
に
よ
る
制
限
の
ゆ

 

る
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、

語
数
の
多
い
シ
ク
活
用
よ
り
も
 

組
 

耳膝

 

き 鼻股

 

も 
口 胸

 

胃 
v 腰 腹

 

暁女首

 

肘足

 

し 手 



ク
活
用
の
派
生
語
が
多
い
こ
と
も
興
味
深
い
。
 

四
ー
四
 
形
容
動
詞
成
分

 

ま
め
 
粋
（
器
用
 
結
麗
 
疲
 
上
手
 
達
者
 
無
鵬
 
利

巧
）
《
ス
マ
ー
ト
 
ナ
イ
ー
ブ
 
シ
ッ
ク
》
 

形
容
動
詞
の
成
り
立
ち
に
関
連
し
て
、
漢
語
語
基
に
「
小
」
の

付
く
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 

四
ー
五
 
副
詞
成
分

 

じ
っ
か
り
 
ざ

っ
ぱ
り
 
だ
く
さ
ん
 
ぢ
ん
ま
り

以
上
掲
出
し
た
も
の
の
う
ち
、
四
ー

一
と
四
ー
二
は
代
表
的
な

例
で
あ
り
、
四
ー
三
、
四
ー
四
、
四
ー
五
は
用
例
が
少
な
く
、
前

掲
の
も
の
に
ほ
ぼ
尽
き
る
。
こ
の
他
「
小
て
い
ナ
／
ダ
」
と
い
う

例
に

つ
い
て
は
第
二
節
に
お
い
て
触
 1
1
 
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
歴

史
的
に
は
 
「
体裁
」
 の
下
略
形
に
「
小
」
が
付
い
て
成
立
し
た
派

生
語
と
も
見
ら
れ
る
。
 

五
 
意
味

・
用
法
か
ら
見
た
接
頭
辞

「
小
」
 

こ
こ
で
主
と
し
て
意
味

・
用
法
の
面
か
ら

「小
」
に

つ
い
て
検

 

討
し
よ
う
。
 

五
ー
一
 
小
さ
さ

（
軽
侮性
・
親
愛
感
）
 

小
さ
さ
・
接
小
性
を
示
す
例
と
し
て
は
、
ま
ず

 

小
山
 
小
岩
 
小
石
 
小
池
 
小
島
 
小
坂
  

の
よ
う
な
自
然
・
地
理
関
係
の
名
詞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

次
い
で
、
 

小
猿
 
小
犬
 
小
牛
 
小
山
羊
 
小
羊
 
小
豚
 
小
猫
 
小

鳥
 
小
鴨
 
小
虫
 
小
ざ
か
な
 
小
鯛
 
小
鮎
 
小
鯵
 
小

え
び
 
小
が
に

 

な
ど
の
動
物
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

「小
」
 の

他
に

「子
・
仔
」
 の
漢
字
の
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い

が
、
実
際
の
文
脈
・
場
面
を
把
握
し
な
い
限
り
、
サ
イ
ズ
・
体
形

の
小
さ
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
生
育
面
で
の
未
発
育
性
を

表
し
て
い
る
の
か
、
親
動
物
に
対
比
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
が

決
め
に
く
い
が
、
語
源
的
に
は
同

一
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
両

者
を
分
け
ず
に
扱
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
動
物
名
と
同
様
に
多
い

の
が

 

小
松
 
小
竹
 
小
梅
 
小
笹
 
小
菊
 
小
豆
 
小
杉
 
小
麦

 

な
 

ぎ

 

小
菜
葱
 

小
楢
 
小
茄

子
 
小
葱
 
小
根
 
小
芋
 
小
藤

 

あ
か
ぎ
 

あ
 
じ
 
さ
 
い

 

小
枝
 
小
葵
 
小
蒸
 

小
紫
陽
花

 

な
ど

の
植
物
名
で
あ
る
。
 
し
か
し
、
動
植
物
名
の
す

べ
て
に
 

「
小
」
が
付
く
わ
け

で
は
な

い
。
数
あ
る
動
植
物
名
の
う
ち
、
 

「小
」
 の
付
く
も

の
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
限
ら
れ

て
い
る
。
 

「小
」
 の
付
く
の
は
大
ま
か
に
言
っ
て
、
 一
次
名
の
中
の
一
部
に

限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
四
拍
以
上
の
語
に
も
付
き
に
く
い
と
見
ら
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れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 

山
犬
 
白
熊
 
は
や
ぶ
さ
 
も
ん
し
ろ
蝶
 
ペ
ン
ギ
ン

（ー
 

鳥
）
 
な
め
く
じ
 
か
た
つ
む
り
 
ひ
ま
わ
り
 
朝
顔
 
吾

亦
紅
 
白
樺
 
青
柳
 
山
百
合
 
赤
松
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

 

な
ど
に
は
 
「小
」
は
付
か
な

い
。
 

こ
の
よ
う
な
小
さ
さ
・
倭
小
性
を
示
す
「
小
」
 の
付
い
た
派
生

語
は
、
外
見
上
容
易
に
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
こ
と
が
把
握
で
き
る
も

の
の
名
を
成
分
に
し

て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
な
お
、
「
小

梅
」
 は
〈
梅
の
小
さ
い
も
の
〉
と
い
う
よ
り
は
、

「梅
」
 の
下
位

語
に
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
「
小
麦
」
 や

「小
芋
」
 の

第
二
義
〈
里
芋
〉
も
同
様
に

考
え
ら
れ

る
。
こ
の
他
に
も
「
小

鼻
」
「
小
暁
」
〈
の
どぶ
え

・
気
管
〉
「
小
切
手
」
の

よ
う
な
、
部

分

・
下
位
語
を
指

す
類
例
が
あ
る
。
「
小
腫
（
は
ぎ）
」
〈く
く
り

袴
な
ど
の
裾
を
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、
少
し
た
く
し
上
げ
て
、
 

少
々
す
ね
を
見
せ
る
よ
う
に
は
く
こ
と
〉
や
「
小
豹
」
〈
豹
の
毛

皮
の
模
様
の
小
ぶ
り
な
も
の
〉
な
ど
は
成
分
自
体
が
略
語
化
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
倭
小
性
は
自
然
に
小
さ
く
可
愛
ら
し

い
も
の
に
対
す
る

親
愛
の
情
を
呼
び

起
こ
す
た
め
に

「小
い
と
は
ん
」
「
小
ぼ
ん
ち

ゃ
ん
」
「
小
馬
」
「小
萩
」
の
よ
う
に
、
小
さ
さ
か
ら
親
愛
性
の
方

に
内
包
が
移
行
し
た
派
生
語
を
造
り
出
し
て
い
る
。
 
 

人
間
に
関
す
る
語
で
は
、
 

が
し
ら

 

小
男
 
小
女
 
小
男
 
小
姑
 
小
頭
 

小
者
 
小
あ
き
ん

ど
 
小
人
 
小
尼
 
小
使
 
小
旗
本

（小
役
人
 

小
百
姓

 

が
し
ら

 

小
作
 
小
旦
那
 
小
番
頭
 
小
坊
主
 
小
僧
 
小
泥
棒
 
小

天
狗
）
 

な
ど
が
あ
る
が
、
人
間

・
職
業
・
身
分
・
地
位
な
ど
を
表
す
語
群

の
中
で
は
、
「小
」
 の
付
く
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
 

実
質
的
客
観
的
に
小
柄
で
あ
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
、
倭
小
性
か

ら
転
じ
て
卑
小
性
あ
る
い
は
軽
侮
性
を
内
包
す
る
も
の
と
が
含
ま

れ
て
お
り
、
語
に
よ
っ
て
は
両
義
兼
備
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
例

え
ば

「小
女
」
 の
場
合
、
辞
書
に
は
①
年
少
の
女
 
②
背
の
低
い

女
 
③
年
少

の
下
女
 
の
三
義
が
挙
げ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
、
 

「小
男
」
が
体
格
の
小
さ
い
男
の
義
と
さ
れ
る
だ
け
な
の
と
は
差

が
あ
る
。
（も
っ
と
も
近
世
に
お
い
て
は
、
「小
男
」
に
も
①
年
少
の
男

子
 
②
背
の
低
い
男
 
③
つ
ま
ら
な
い
男
 
の
三
様
の
用
い
方
が
あ
っ

た
。）
「
小
女
」
以
外
に
も
単
義
で

な
い
例
は
少
な
く
な

い
。
「
小

女
」
 の
①
の
よ
う
に
年
齢
の
低
い
こ
と
を
指
す
も

の
と
し
て
は
、
 

「
小
姫
君
」
「
小
侍
従
」
 「小
法
師
」
「
小
君
」
「
小
い
と
は
ん

」
 

「小
ぼ
ん
ち
ゃ
ん
」
な
ど
が
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

ら
は
親
愛
性
を
指
す
方
に
傾
斜
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

五
ー
二
 
小
規
模
性
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小
さ
さ
・
矯
小
性
が
有
形
の
物
体
名
に
関
わ
る
の
に
対
し
て
、
 

動
作
名
詞
・
現
象
名
等
の
場
合
に
は
、

「小
」
は
規
模
が
小
さ
い

こ
と
、
程
度
の
低
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

（
一
）
 小
規
模
性
・
軽
微
性
・
低
度
性

 

国
 
名
詞
成
分
に
付
く
「
小
雨
」
「
小
風
」
「小
嵐
」
「
小
雪
」
 

「小
波
」
 「
小
潮
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
名
詞
に
 
「小
」
が

付
い
た
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば

「
雨
」
は
〈
雨
ガ
降
ル
コ

ト
〉
で
あ
っ
て
、
自
然
現
象
を
名
詞
と
し
て
捉
え
た
も
の
と

言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
具
体
的
に
は

〈小
規
模
の
降

雨
〉
〈
弱
い
風
〉
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
 

同
 
動
詞
成
分
に
付
く
場
合
、
四
ー
二
の
（
一
）
と
（
二
）
の

二
類
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
動
作
の
規
模
の
小
さ
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
〈
軽く
…
す
る
〉
〈ち
ょ

っ
と
…
し
て
み
る
〉
な

ど
の
意
と
な
る
。
「小
あ
た
り
」
「
小
刻
み
」
「小
ま
わ
り
」
 

「小
も
ど
り
」
「
小
走
り
」
「
小
急
ぎ
」
な
ど
動
詞
連
用
形
に

付
く
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
動
作
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
主
格

と
し
て
機
能
す
る
場
合
、
状
態
的
な
意
味
と
な
っ
て
形
式
動

詞
「
ス
ル
」
を
下
接
す
る
場
合
、
助
詞
「

ニ
」
を
下
接
し
て

連
用
修
飾
語
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
四
ー
二

の
（
二
）
に
挙

げ
た
よ
う
に
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
現

在
用
い
ら
れ
る
の
は
証
券
取
引
所
用
語
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
  

あ
る
。
 

同
 
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
に
付
く
「
小
」
 の
ほ
と
ん
ど

は
、
程
度
が
低
い
こ
と
を

示
す
も

の
で
あ
る
。
「小
高
い
」
 

「小
広
い
」
「
小
ぜ
わ
し

い
」
「
小
新
し
い
」
 「
小
赤
い」
 「
小

甘
い
」
「
小
ず
る
い
」
「小
達
者
ダ
」
「
小
利
巧
ダ
」
「
小
じ

つ

か
り
」
「
小
だ
く
さ
ん
」
な
ど
で
、
〈
少
し
…
だ
〉
〈
わ
ず
か

に
…
だ
〉
〈
や
や
…
の
趣
が
あ
る
〉
と
い
う
よ
う
に
、
些
少

性
・
僅
少
性

・
低
度
性
を
意
味
す
る
。
副
詞
に
付
く
例
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
っ
て
、
し
か
も
情
態
副
詞
に
限
ら
れ
て
い
る
。
 

程
度
副
詞
と
陳
述
副
詞
に
付
か
な
い
の
は
、
職
能
か
ら
し
て

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
 

同
 
慣
用
句
の
中
の
 「小
」
も
前
述
の
国
同
同
と
連
続
し
て
い

て
、
小
規
模
性

・
軽
微
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
例
は
限

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

一
括
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
 
「
小
首

を
か
し
げ
る
」
な
ど
、
身
体
部
位
名
を
含
む
慣
用
句
の
中
の
 

「小
」
 で
あ
る
。
こ
の
類
の
特
徴
は
、

「小
」
が
連
体
修
飾

語
と
し
て
で
は
な
く
連
用
修
飾
語
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る

点
で
あ
る
。
 

小
首
ヲ
傾
ケ
ル
 
小
耳
ニ

ハ
サ
ム
 
小
膝
ヲ
打

ッ
 
小
股

ガ
切
レ
上
ガ
ル
 
小
腹
ヲ
立
テ
ル
 
小
腹
ガ
立
ッ
／
減
ル

小
腰
ヲ
屈
メ
ル
 
小
胸
ガ
悪
イ
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な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
句
の
中
の
身
体
部
位

を
指
す
名
詞
自
体
は
、
可
視
性
と
い
う
点
で
は
、
先
に
五
ー
 

一
に
挙
げ
た
名
詞
類
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
 

必
ず
格
助
詞
を
介
し
て
特
定
の
動
詞
、
ま
た
は
少
数
の
形
容

詞
に
続
い
て
い
る
点
で
質
的
に
異
な
る
。
つ
ま
り
慣
用
句
を

構
成
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
類
は
等
し
く

 

身
体
的
部
位
名
＋
格
助
詞
十
述
語
用
一
1ロ

 

と
い
う
句
型
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
格
助
詞
は
ガ

・
ノ
・

ニ
・
ヲ
な
ど
で
、
述
語
用
言
の
多
く
は
動
詞
で
あ
る
。
句
全

体
と
し
て
〈
少
し
…
す
る
〉
〈
ち
ょ

っ
と
…
だ
〉
〈
心
も
ち
・
・
・

す
る
／
だ
〉
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
こ
の
句
の
中
の
接
頭
辞
 

「小
」
は
外
形
上
の
接
続
関
係
と
は
異
な
り
、
実
質
的
に
は

後
続
の
述
語
用
m
lロ
を修
飾
す
る
連
用
機
能
を
も
っ
て
い
る
と

解
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
、
「
深
爪
を
切
る
」
「
横

車
を
押
す
」
な
ど
と
類
似
の
意
味
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
 

（
一
一
）
 
不
足
性
・
不
十
分
さ

 

漢
語
数
詞
「
一
」
お
よ
び
漢
語

「
半」
を
前
項
に
も
つ
名
詞
に
 

「
小
」
が
付
い
た
場
合
は
、
〈
そ
の
数
量
に
近
い
が
、
少
し
足
り

な
い
〉
〈
あ
と
わ
ず
か
で
…
〉
と
い
う
意
味
に
な
る
。
 

小
一
里
 
小
一
年
 
小
一
時
間
 
小
一
分
（
ブ
）
 
小
一
倍

小
半
道
 
小
半
斤

 

な
ど
で
あ
る
。
「
小
一
時
間
」
は

〈
一
時
間
近
く
、
 一
時
間
に
少

し
足
り
な
い
く
ら
い
〉
の
意
で
あ
る
。
四
ー
一
の

（
四
）
お
よ
び

注
⑩
に
記
し
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
な
が
ら

「
こ
「
半
」
以
外
の

も
の
も
見
ら
れ

る
が
、
ど
れ
も
現
代
の
用
例
で
は
な
い
。

な
お
 

「小
一
週
間
」
「
小
一
分
（
プ
ン
）」
「
小
一
升
」
 「小
ー
キ
ロ
」
な

ど
の
例
も
見
当
た
ら
な
い
。
「
小
一
秒
」
「
小
ー
グラ
ム
」
な
ど
は
、
 

成
分
自
体
が
微
小
量
を
指
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
言
う
不
足
性

の
 「小
」
を
必
要
と
す
る
理
由
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
 

五
ー
三
 
中
立
性
と
積
極
性

 

以
上
に
挙
げ
て
き
た
「
小
」
の
意
味

・
用
法
が
さ
ら
に
転
化
し

変
質
し
た
も
の
が
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
小
」
 の
基

本
義
で
あ
る
「
小
さ
さ
・
倭
小
性
」
が
薄
れ
て
、
中
立
化
し
た
り
、
 

さ
ら
に
進
ん
で
積
極
性
に
転
じ
た
り
し
た
例
で
あ
る
。
 
例
え
ば
 

「小
っ
ぴ
ど

い
」
は

〈
非
常
に
ひ
ど
い
〉
と
解
さ
れ
る
の
が
普
通

で
あ
り
、
「
小
っ
ぱ
ず
れ
る
」
も
通
例
〈
は
ず
れ

る
を
強
め
て
い

う
語
〉
と
解
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
「
小
づ
ら
に
く
い
」
も

〈
つ

ら
に
く
い
を
強
め
た
言
い
方
〉
と
解
さ
れ

て
い
る
。
「
小
気
味
よ

い
」
は
〈
物
事
の
行
わ
れ
方
が
あ
ざ
や
か
で
、
感
じ
が
よ
い
〉
と

い
う
ふ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
前
三
者
は
「
小
」
が
付
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
結
果
的
に
は
程
度
の
甚
だ
し

い
こ
と
を
指
す
方
向
に
語
義

が
転
じ
て
お
り
、
最
後
の
例
は
、
積
極
性
が
肯
定
的
評
価
を
生
む
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に
い
た
っ
た
例
で
あ
る
。
「小
気
味
よ
い
」
 の
類
に
は
 
「小
ざ

っ

ぱ
り
」
 「小
ぢ

ん
ま
り
」
な
ど

が
あ
る
。
証
券
取

引
所
用
語
の
 

「小
じ
っ
か
り
」
 「
小
動
き
」
「
小
ゆ
る
み
」
「
小
反
落
」
等
々
で

は

「小
」
 の
原
義
が
生
き
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
中
立

的
で
あ
っ
て
、
卑
小
性
や
軽
侮
感
を
伴
わ
な
い
。
 

「小
」
 の
添
加
が
サ
イ
ズ
や
程
度
か
ら
離
れ
て
、
語
基
成
分
の

指
示
内
容
を
感
覚
的
情
緒
的
に
捉
え
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

も
あ
る
。
「
小
凄
ま
じ

い
」
「小
ぜ
わ
し

い
」
 な
ど
で
は
、
〈
な
ん

と
な
く
凄
ま
じ

い
〉
〈
な
ん
と
な
く
せ
わ
し

い
〉
と
い
う
意
味
と

さ
れ
て
い
て
、
「
も
の
凄
ま
じ
い
」
「
も
の
せ
わ
し
い
」
 に
近
づ
い

て
い
る
。
 

な
お
「
小
」
の
原
義
か
ら
は
添
加
し
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
 

「
たく
さ
ん
」
 に
も

「
小
」
が付
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
 

「何
ぢ
ゃ
こ
だ
く
さ
ん
に
三
貫
目
、
三
匁
も
お
じ
や
ら
ぬ
」
（
妥

殺
油
地
獄
」
ー
中篇
）
な
ど
の
 「小
沢
山
」
は

〈
たく
さ
ん
な
こ
と

を
卑
し
め
憎
ん
で
い
う
語
。
た
く
さ
ん
そ
う
。
〉
と
注
さ
れ
る
よ

う
に
、
倭
小
性
は
後
退
し

て
、
も
っ
ぱ
ら
付
随
的
な
内
包
で
あ
る

卑
小
性
・
軽
侮
性
の
面
で
機
能
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

六
 
そ
の
他
の
関
連
事
項

 

こ
こ
で
前
節
ま
で
に
扱
わ
な
か
っ
た
関
連
事
項
に

つ
い
て
述
べ
  

た
い
。
 

六
ー

一
 
反
義
辞

「
大
（
お
お
）」
と
の
関
わ
り
 

「
大
雪
小
雪
」
 「
大
波
小
波
」
「
大
雨
小
雨
」
「
大
目
小
目
」
な

ど
、
対
句
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
単
に
反
義
辞
と
し
て

対
立
項
を
も
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
。
 

大
石
 
大
粒
 
大
見
出
し
 
大
屋
根
 
大
橋
 
大
路
 
大
型

大
網
 
大
受
け
 

大
亀
 
大
男
 
大
童
 
大
麦
 
大
文
字

大
物
 
大
門
 
大
山
 
大
指
 
大
道
具
 
大
芝
居
 
大
太
刀

大
反
り
 
大
坂
 
大
御
所
 
大
菊

 

な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「小
 

」
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
 

大
木
 
大
戸
 
大
空
 
大
川
端
 
大
神
 
大
火
事
 
大
お
じ

大
見
得
（
を
切
る
）
 
大
水
 
大
御
代
 
大
騒
ぎ

 

な
ど
に
は
、
対
立
す
る
 
「小

小
萩
 
小
松
 
小
刻
み

な
ど
に
は
、
対
立
す
る
「
大
 

六
ー
二
 
特
殊
な

「小
 

」
 

「タ
焼
け
小
焼
け
」
「
仲
よ
し
小
よ
し
」
「
人
ま
ね
小
ま
ね
」
 の

よ
う
な
対
句
の
中
の

「
小
焼
け」
「
小
よ
し
」
「
小
ま
ね
」
は
珍
し

い
。
「
大骨
を
折
る
」
 は

〈
大
い
に
骨
を
折
る
〉
の
意
で
、
ち
ょ

う
ど

「小
腰
を
屈
め
る
」
 の
よ
う
な
意
味
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
「
堅
い
役
人
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
で
大
骨
も
小
骨
も
抜

い
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」
は
見
当
た
ら
な
い
。
反
対
に
 

」
 は
な
い
。
 



て
お
い
た
か
ら
大
丈
夫
」
 の
よ
う
に
使
わ
れ
る
「
大
骨
」
「小
骨
」
 

は
、
「
骨
っ
ぽ
い
人
柄
」
と
い
う
と
き
の
 
「骨
」
で
あ
っ
て
、
「骨

折
り
」
 の

「
骨」
と
は
語
義
を
異
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
時

的
に

「大
ー
小
ー
」
 が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
「年
寄
り
一
一

人
だ
け
で
す
か
ら
、
大
掃
除
は
お
ろ
か
小
掃
除
も
思
う
に
委
せ
ま

 

せ
ん
」
 の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「湖
東
の
小
江
戸
は

 

⑩
 

秋
ら
ん
ま
ん
」
は

J
R
西
日
本
の
宣
伝
誌
の
見
出
し
に
用
い
ら
れ

 

た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
に
四
ー
一
に
お
い
て
列
挙
し
た

名
詞
以
外
に
も
、
特
定
の
条
件
の
下
で

「小
ー
」
 に
よ
る
派
生
語

が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
 

七
 
お
わ

り
に

 

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
小
」
 の
生
産
性
は
可
視
物
を
指

す
和
語
名
詞
に
お
い
て
最
も
強
く
、
同
じ
く
漢
語
名
詞
が
こ
れ
に

次
ぐ
が
、
和
語

・
漢
語
を
問
わ
ず

「小
」
と
結
合
し
な
い
も
の
の

方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
あ
る
。
特
に
外
来
語
成
分
に
は
付
か
な

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
重
ね
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 

概
括
的
に
言
え
ば
、
和
語
成
分
に
は
 
「小
」
（
時
に
コ
豆
」
）
、漢

語
成
分
に
は
 
「小
（
シ
ョ
ウ
）」
 の
付
く
こ
と
が
最
も
多
く
、
外
来

語
成
分
に
は

「
ミ
ニ
」
が
付
く
の
が
基
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
漢
語

成
分
が
日
常
語
化
し
た
場
合
に
、
和
語
接
頭
辞
「
小
」
と
の
結
合
  

例
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 

小
論
で
は
、
小
説

・
新
聞

・
雑
誌
・
辞
典
な
ど
か
ら
用
例
を
集

め
て
考
察
を
進
め
た
が
、
現
実
の
言
語
使
用
は
は
る
か
に
広
く
ゆ

た
か
に
、
そ
し
て
柔
軟
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
今
回
の
接
頭
辞

「小
」
 に
つ
い
て
の
基
本
的
大
局
的
な

観
察
を
、
今
後
さ
ら
に
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
 

註
 

①
 
玉
村
文
郎
「
対
照
研
究
と
日
本
語
学
 
I
日
本
語
ら
し
さ
」
（
薪

 

し
い
日
本
語
研
究
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
世
界
思
想
社
 
一
九
九
八

 

年
）
 

②
 
玉
村
千
恵
子
「
喫
覚
と
非
嘆
覚
 
合
成
語
〈
ー
く
さ
い
〉
を
め
ぐ

 

っ
て
」
（月
刊
「
日
本
語
」
 ア
ル
ク
 
ー
九
八
八
年
六
月
号
）
 

同
 

「接
尾
辞
〈
ー
が
ま
し
い
〉
ー
 
現
代
を
中
心
に
ー
」
（
『日

 

本
語
・
日
本
文
化
研
究
」
3
 
一
九
九五
年
）
 

同
 

「
形
容詞
接
尾
辞
の
研
究
ー
造
語
力
の
観
点
か
ら
ー
」
（龍

 

谷
大
学
大
学
院
修
士
論文

一
九
九
九年
）
 

③
 
国
語
学
会
編
 
東
京
堂
出
版
 
一
九
八
〇
年

 

④
 
佐
藤
喜
代
治
編
 
明
治
書
院
 
一
九七
七
年

 

⑤
 
日
本
大
辞
典
刊
行
会
 
小
学
館
 
一
九七
六
年

 

⑥
 
接
頭
辞
「
小
（
こ
）ー
」
を
、
以
下
単
に

「
小
」
と記
す
。
 

⑦
 
引
用
は

「幸
田
文
随
筆
集
ー
父
・
こ
ん
な
こ
と
ー
 
（角
川
文
庫

 

一
九
五
四
年
初
版
）
に
よ
る
。
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
。
 

⑧
 
寿
岳
章
子
「
接
頭
辞
令
」
〉
のも
つ
問
題
」
（
「
人文
〈
西
京
大
学

 

学
術
報
告
〉
」
 
4
 
一
九
五
四
年
）
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⑨
 

『
浮雲
」
第
二
編
第
十
回
の
用
例
。
「皇
所
へ
来
て
見
る
と
、
小

洋
燈
が
黙
し
て
は
有
る
が
、
お
鍋
は
居
な
い
。」
 な
お
後
の
作
品
 

『平
凡
」
三
十
に
は
 「
下女
が
薄
暗
い
豆
ラ
ン
プ
を
持
つ
て
来
て
」
 

と
あ
り
、
両
例
は
面
白
い
対
比
を
見
せ
る
。
『
明
治
大
正
文撃
全
集

第
四
巻
」
（
春
陽
堂
 
一
九
三
〇
年
）
 

⑩
 

「半
道
」
は
重
箱
読
み
で
、
混
種
的
で
あ
る
が
、
（
 ）
の
中
に

挙
げ
た
。
以
下
同
じ
。
 

⑩
 
例
外
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 

「小
十
人

（
組
）
」
「
小
二
朱
（
金
／
銀
／
判
）」
「小
三

（
十
石
船
）
」
 

 

「小
六
（
節
）
」
「小
六
染
」
「小
六
組
」
「
小
四
つ
時
」
 

最
後
の
例
を
除
く
と
い
ず
れ
も
近
世
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
 

直
接
数
字
と
は
関
係
が
な
い
が
、
時
間
性
と
い
う
点
で
連
続
す
る

も
の
に

「
小
春
」
と
 「
小
日
の暮
れ
」
が
あ
る
。
な
お
、
「
小
春
」
 

と
同
義
と
さ
れ
る
語
に
「
小
六
月
」
が
あ
る
が
、
こ
の
語
も
す
で
に

古
語
化
し
て
い
る
。
 

⑩
 
U
I
ba
n
n
e
t

国
o
牙

5

z
P
l3
0
（一
一〇
〇
〇
年
九
月
二
五
日
発
行
 

J
R
西
日
本
）
J
R
西
日
本
紀
行
【
彦
根
『
 

（
大
谷
大
学
非
常
勤講
師
）
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